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ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ３月 ５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合北陸地協及びＪＲ西日本連合金沢地本は２月 27 日、金
沢市内で「２０２５春季生活闘争勝利総決起集会」を開催し、物価
上昇を上回る賃上げの実現をめざして意思統一を図るとともに、 
ＯＮＥ ＴＥＡＭで最後まで闘い抜く決意を固めあった。 

集会には、加盟単組（ＪＲ西労組金沢地本、同西日
本ＪＲバス地本、ジェイアール・イーストユニオン新
潟地本、ジェイアール西日本金沢メンテック労組、ジ
ェイアールサービスネット金沢労組）の役員・組合員
らが結集した。ＪＲ連合からは宮野勇馬企画局長が参
加し、ＪＲ西日本連合から川原孝義事務局長（ＪＲ西
労組中央副執行委員長）らも駆けつけた。 
主催者を代表して沓掛勇介議長（ＪＲ西労組金沢地本執行委員長）

は、挨拶の冒頭で昨年発生した令和６年能登半島地震や豪雨災害に
触れ、被災地支援に関連する各種取り組みに感謝と敬意の念を示し
た。また、 ２０２５春季生活闘争については、昨年を上回る回答を
得るため、加盟単組が一丸となった取り組みを要請した。 
ＪＲ連合の宮野局長は、ＪＲ連合の２０２５春闘方針と取り巻く

情勢について説明し、「今回、ベア統一要求を『12,000円以上』とし
たが、12,000 円は世の中の流れからしても最低水準。コロナ禍で周
回遅れとなっているＪＲ産業の労働水準を引き上げるため、ＯＮＥ 
ＴＥＡＭで取り組もう」と呼びかけた。 
ＪＲ西日本連合の川原事務局長は２０２５春闘の重要性のほか、

ＪＲ西日本連合の春闘方針について説明するとともに、多くのグル
ープ労組で確立されていない定昇制度の重要性について訴えた。 
決意表明では、各単組から２０２５春闘の具体的な要求内容や検

討状況の報告があり、要求実現に向け
て闘い抜く決意が表明された。 
最後に、集会アピールを採択し、沓

掛議長の団結がんばろうで春闘勝利
に向けた団結を確認した。 

 

春闘方針を説明する沓掛議長 


